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日本人学生の留学体験と自己に関する

意識の変化に関する縦断的研究

早矢仕　　彩　　子

近年，異文化体験を持つ日本人，特に青少年数は飛躍的に増加している．今

後も更にその数の増加が予想されるいま，異文化体験が青少年に与える影響に

ついて研究を行うことは意義深いことと思われる．

田中・虎田・小林（1972）は，旅行という短期的な異文化経験でも，旅行前・

後では青年の他国に関する印象が変化することをSD法を用いて兄いだし，安福

（1994）はたとえグループ旅行であっても，海外旅行経験が人の考え方に多大

の影響を与える可能性があることを指摘しているが，異文化環境に一定期間滞

在する留学では，さらに大きな影響があるのではないかと考えられる．

かつては，留学といえば多くは選抜試験に合格した上での選ばれた者の公費

による留学であり，そのような時代の日本人留学生研究では，被験者は必然的

に国費による派遣留学生（山本，1986），AFS留学生（星野・長井，1988）など，

いわばェリートたちであった．しかし近年は，円高，海外への抵抗感の減少，

英語習得熱，仲介機関による手続きの簡略化などから，私費外国留学が手軽に

なされるようになってきている．留学が少数の選ばれたェリート達のものであっ

た時代はもはや過ぎ，いまや留学は，誰にでもできる大衆のものとなっている．

本研究は，これからますます増加するであろう，エリートとはいえないごく

普通の日本人青年の海外留学経験が，彼らにどういう影響を及ぼすのかを，自

尊感情，自己効力感，自己意識など自己に関する意識をてがかりにしながら明

らかにし，留学が彼等のその後にどのような意義を持つのかを考察するために

おこなわれたものである．留学経験による自己に関する意識の変化に関する研

究としては，星野・長井（1988）のAFS高校生の縦断的調査研究において，留

学経験高校生群の自己評価が高まる傾向が指摘されている．また，日本で学ぶ

アジア出身革学生において，自己に関する意識が適応感に影響するということ

が明らかにされている（早矢仕，1996，1997）．

本論文では第1に，留学前・中・後の3回の縦断的調査によって，自尊感情
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尺度，自己効力感尺度，自己意識3尺度等の変化を捉え，適応感との関連を検

討する．第2に，留学前・中・後3回分そろったデータから，自尊感情，自己

効力感の具体的な個人レベルでの変化の様子を捉える．第3に，帰国後の面接

調査結果の分析から，彼らの留学経験の意義を考察する．

研究Ⅰ

研究方法：質問紙調査

調査対象者：1994－95年，1995－96年，1996－97年に米国，豪州，英国に留学した

名古屋市内専門学校留学コース生（全日3年制，2年次に約9ケ月間の留学）

に対して留学前・中・後各1回計3回ずつの質問紙調査を行った．

調査時期・調査手癖

留学前：出発前1～2ヶ月，学校で担当教師により配布，家庭又は教室で記

入後郵送または担当教師あるいは調査者により回収．　留学中：留学後5～6ケ

月，フォローのため渡航する担当教師に託し，現地での記入後，担当教師の持

ち帰り，郵送，現地担当者への提出などにより回収．　帰国後：帰国後1～4ケ

月（留学終了後帰国までの期間は個人により異なるため），後期授業開始時，教

室にて記入．いずれも無記名とし，イニシャルや特定のマーク記入によって，

3回の回答用紙が同一人物のものと同定できるように計画した．

質問紙の構成　フェイスシート等の他，以下の各尺度の評定を求めた．留学

前：Rosenberg（1965）の自尊感情尺度10項目（1年目なし），Shererら（1982）

の一般的自弓効力感尺度17項目，辻（1993）の自己意識尺度27項目（1年目

なし）：留学中：Rosenbergの自尊感情尺度10項目，Shererらの一般自己効力

感尺度17項目，早矢仕（1997）の社会生活スキル尺度20項目及び適応感尺度

23項目．帰国後：Rosenbergの自尊感情尺度10項目，Shererらの自己効力感

尺度17項目，辻の自己意識尺度27項目．

なお社会生活スキル尺度は，異文化環境での生活スキルを測定するために構

成された6段階尺度で，①日常生活スキル②対人関係スキル③コミュニケーショ

ンスキル（語学力を含む）④文化にかなった行動のためのスキル，の4分野に

わたる20項目を自己評定させるものである．また適応感尺度23項目は，在日

留学生の日本社会での適応感を測定するために構成された早矢仕の尺度を，日

本人留学生用に一部表現を修正して用いた．

回収率：留学前の留学コース生総数は1年目58名，2年目54名，．3年目52

名であり，有効回答回収率はそれぞれ1年目留学前60．3％　留学中55．2％　帰

－40－



国後50．0％，2年目留学前70％　留学中44．4％　帰国後46．3％，3年目留学前

67．3％　留学中50．0％　帰国後63．5％であった．Tablelに全被験者と有効回答

回答者の内訳を記した．

TbあわJ

被験者・有効回答数（率）一覧

留学コース全学生数　　　　有効回答数（回答率（％））　　　　異文化軽即）有無

男　女計　留学地　　留学前　　留学中　　帰国後1年齢幅　無有不明

1994－95留学生203858米6豪1　　35（60．3）32（55．2）29（50．0）19～22歳233722

1995－96留学生292453米5豪1英135（70．0）24（44．4）25（46．3）19～26歳204313

1996－97留学生272552米3豪1英　35（67．3）26（50．0）33（63．5）18～21歳21．3524

計　　　7687163　　　　　105（64．4）82（50．3）87（53．4）　　　　　6411759

結　果

各尺度を検討するため，尺度間相関をとり，クロンバックのα係数を計算し

た．α・係数より，各尺度の内的整合性は十分であると判断した（Table2）．また，

自尊感情，自己効力感，社会生活スキル，適応感の間にはそれぞれ正の相関が

見られた（Table2）．自己意識3尺度と自尊感情，自己効力感との関連について

見ると，比較的相関が高いのは社会的不安のみであり（逆相関），私的自己意識，

公的自己意識はあまり相関を示さなかった（Table2）．

rbあわ2

尺度平均値，尺度間相関とα係数

羞芸品讐適応感諾盗品誌彗箸平均値（SD）N
自　尊　感　情

自己効力感

社会生活スキル

適　応　感

私的自己意識

公的自己意識

社会的不安

（．822）．663＊＊＊．545＊＊＊．580＊＊＊　．049　　－．053　－．485＊＊＊38．36（8．39）238

（．903）．589＊＊＊．445＊＊＊．199＊　．010　－．529＊＊＊65．88（13．33）272

（．928）．632＊＊＊

（．895）

90．43（15．23）　80

96．47（17．49）　81

（．755）．390＊＊＊．183＊　26．16（5．64）157

（．753）．400＊＊＊31．69（6．04）157

（．809）21．03（6．01）157

＊p＜．05，＊＊p＜．01，＊＊＊p＜．001．　　（）内は信頼性係数Cronbachα

留学前，留学中，帰国後の3時点における自尊感情，自己効力感の平均値は，

自尊感情は留学中が最太っいで帰国後，留学前となっており，分散分析の結

一41一



果留学前と帰国後，留学前と帰国後の間にTUKEY法による検定で有意差がみ

られた（Table3）．自・己効力感も同じ順で大きくなっているが，平均値の差は，

留学前と留学中のみ有意であった．

九品わ3

自尊感情、自己効力感尺度倭の平均鐘（義孝偏差）と有意差検定結果（TUKEYの検定）

留学前（1）N＝105留学中（2いき82号国後（3日中87　df F　多重比較b＜．05）

自尊感情　35．04（7．38）40．21（9．18）39．測（7．66）2／235　8．50（1）＞（2）（1）＞（3）

自己効力感　63．57（13．83）68．40（13．10）餌．封（12．59）2／269　3．11（1）＞（2）

私的自己意識，公的自己意識，社会的不安の3つの自己意識尺度の留学前，

帰国後の平均値では，公的自己意識のみに有意差が見られた（Table4）．

7もみJe4

自己意識3尺度値の平均値（標準偏差）と有意差検定結果（t検定）

留学前N＝70　帰国後N＝87　　t値　　　　　df　　　有意水準

私的自己意識　25．90（6．01）26．37（5．36）　－0．509　　139．7　　　　n．S．

公的自己意識　32．84（6．21）30．77（5．78）　　2．144＊　　143．1　　p＜．05

社会的不安　21．83（5．80）20．39（6．14）　1．504　　151．1　　　n．S．

＊p＜．05，＊＊p＜．01，＊＊＊p＜．001．

各尺度に関して性差を検討したが，いずれも有意差は兄いだせなかったため，

以後全データで分析を行った．

以前の異文化経験の有無による2グループで各尺度の平均値の差の検定を行っ

たところ，適応感，社会生活スキル尺度では有意差はなかったが，自己効力感

は異文化経験有群の方が有意に尺度値が高く，自尊感情は有意に高い値を示す

傾向が見られた（Table5）．

椚山川e5

異文化経験有群・無群の尺度平均鐘（糠準偏差）と有意差検定結果（t検定）

異文化経験無群　　異文化経験有群　　t値　　　df　　有意水準

自　尊　感　情　35．80（9．04）N＝j9

自　己効力感　61．80（14．狗N＝朗

社会生活スキル　85．80（24．56）N＝10

適　　応　　感　99．90（25．17）N＝10

駕．訂（7．5Q X＝98

砧．57（12．㈲X＝116

91．59（13．却〉ゞ＝27

鱒．21（14．7診X＝28

－1．720＊　　82．4　　p＜．1

－2．239＊　117．5　　p＜．05

－0．709　　　11．O n．S．

0．081　　11．3　　　n．S．

＊p＜・1，＊p＜・05，＊＊p＜・01，綿＊p＜．001．
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以前の異文化経験有群，無群の自尊感情，自己効力感，社会生活スキル，適

応感の尺度間相関を比較検討してみると，異文化経験無群では相関がすべてに

おいて高いが，異文化経験有群では比較すると低く（Table6），特に自尊感情と

社会生活スキル，自尊感情と適応感，．自己効力感と適応感の相関が，異文化経

験無群より低い．

弛みJで　6

異文化経験有群・無群別尺度間相関

異文化経験無群

自尊感情　自己効力感　社会生活スキル　適応感　　　平均値（分散）

自　尊　感　情

自己効力感

社会生活スキル

適　応　感

．785＊＊＊　　．829＊＊　　．903＊＊＊　35．79（9．03）N＝49

．775＊＊　　．837＊＊　61．80（14．26）N＝64

．924＊＊＊　85．80（24．56）N＝10

99．90（25．17）N＝10

異文化経験有群

自尊感情　自己効力感　社会生活スキル　適応感　　　平均値（分散）

自　尊　感　情

自己効力感

社会生活スキル

適　応　感

．634＊＊＊　　．386＊　　　．363　　　38．38（7．56）N＝98

．616＊＊＊　．294　　66．58（12．66）N＝116

．622＊＊＊　91．59（13．20）N＝27

99．21（14．72）N＝28

＊p＜．05，＊＊p＜．01，＊＊＊p＜．001．

次に，イニシャルやマーク等により同一人物の3回回答分と同定されたデー

タにより，自尊感情，自己効力感の変化の様子を一人ずつ検討したところ（1

年目：8名分，2年目：10名分　3年目：7名分），変化は必ずしもグループ全

体の平均値の推移のようなパターンを示すものばかりではないことがわかった．

自尊感情，自己効力感の尺度値の個人における3時点の変化を見たとき，留学

中に一番高く，帰国後には留学中よりも低くなる山形プロフイ」ルを示すもの，

留学前よりも留学中の方が低く帰国後にはまた高くなるという谷形プロフィー

ルを示すもの，留学前，留学中，帰国後とだんだん高くなる（または少数だが

低くなる），という直線形プロフィー／レを示すもの，また3時点でほとんど変化
がないものなどの形が見られた（Figurel）（Table7）．
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Fjgurel　自尊感情、自己効力感の変化のバターン（グラフ上の数字は被験者寺号）
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b鋸e　7

留学前・中・後の尺度値変化型別分類

自尊感情　　　自己効力感
N＝17．　　　　N＝25

山型（留学前＜帰国後）

山型（留学前＞帰国後）

谷型（留学前＜帰国後）

谷型（留学前＞帰国後）

右上り型（含前中・中後同値）

不変型（留学前＋－1の範囲内）

右下り型

留学前＜帰国後

不変

留学前＞帰国後

自尊感情と自己効力感変化型　　　　　　　　　　　　　一致　　8名

（N＝17）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不一致　　9名

註　自尊感情N＝17となっているのは、1年目の自尊感情測定は留学中、帰
国後の2回のみで、1年目の8名に関しては3時点のグラフを描くことが

できなかったことによる．

考　察

留学中は，沢山のことを経験した，以前とは同じではない自己を認知するこ

と，欠点指摘・叱噂激励の日本文化圏から，ほめる文化圏（北山，1998）で5～

6ケ月学生生活を送ったことなど色々な要因によって，自尊感情が高まりを見

せたと思われる．また異文化圏で外国語を使いながら留学生活を送り，いろい

ろな新しい経験をするうちに，自己効力感もまた上昇したと考えられる．しか

し帰国後は留学中に比べるといずれも下降傾向となっている．．それでも自尊感

情は留学前と比べるとまだ有意に高い平均値差を保っていたが，自己効力感は

帰国後はすでに有意な差ではなくなっている．この理由と－しては，自己効力感

は，実際の行動結果やこれからの行動における成功見込みなどに基づいて形成

される部分が大であるところから，帰国後にもとの環境に戻って，留学地で形

成したやり方が日本社会では通用しないなどの理由で，留学地で感じていたの
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と同水準の自己効力感を日本社会で保つことは難しく，それに比較すると，自

己の価値を絶対評価する感情からなる部分が大きい自尊感情のほうが，帰国後

まで保たれやすいためと考えられる．

留学中に測定した留学地での適応感は，留学地における社会生活スキル，自

尊感情，自己効力感とそれぞれ相関が高く，留学地における適応感は自己に関

する意識に関連が高いという早矢仕（1997）の結果を裏づけるものである．し

かし，これまでの異文化経験の有無で検討した場合，はじめての海外経験では

自尊感情，自己効力感，社会生活スキル，適応感がすべて影響し合う傾向が強

いが，海外経験有群では必ずしもそうではないようである．海外経験有群は，

自尊感情と自己効力感，特に自己効力感は異文化経験無群と比較して有意に高

いにもかかわらず，社会生活スキルや適応感には海外経験無群と有意な差はな

い（Table5）．したがって，自尊感情や自己効力感の高さが強く適応感に影響す

るということは，はじめての異文化経験者についてのみ言えることと解釈した

方がよいのかもしれない．これについては異文化経験有群，無群の間でさらな

る調査が必要である．

自己意識3尺度と自尊感情，自己効力感の相関について言えば，自尊感情尺

度は，自己が感じる根元的な自己の価値に関する主観的な捉えを問う尺度であ

り，自己効力感も，これから物事をやっていく際に自分がどのようにうまくや

れると感じているか・という主観的な感覚を問う尺度であるので，他の人にどの

ように見えるか気にすることや，自分が自分にどれだけ敏感かということはあ

まり関連しないらしく，私的自己意識尺度，公的自己意識尺度とはあまり相関

が見られなかった．ところが，社会的不安は，他人の反応に対する敏感さを問

う尺度であるから，他人からの評価に対する懸念は自己評価・と密接に結びつい

ており，その結果自尊感情や自己効力感とは逆相関が見られたと解釈すること

ができる．

自己意識3尺度の平均値の変化を見ると，公的自一己意識は留学前と帰国後と

では有意に低くなっている．これは，留学前に比べて帰国後のほうが，自己の

外面が他の人にどう見られるかということに関して気にする度合いが低くなっ

たということを示す．後述する面接調査の中での，あまり人の目を気にしなく

なった，あまり服装に構わなくなった，という声は，土の結果と符合する．と

ころが社会的不琴は，尺度平均値は少し低くはなっているが，有意な差ではな

い．社会的不安は自己評価と大きく結びついて，自尊感情や自己効力感が上昇

すればいずれ社会的不安は減少するのではないかと考えられるのだが，自己効
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力感が上昇するには時間を要すること，帰国後はまた自己効力感が下降傾向に

転じたことを考えると，社会的不安は1年未満の留学期間では明確には低下す

るまでには至らなかったということであろう．Buss（1980）は対人不安と公的

自己意識の密接な関連を主張し，辻（1994）は必ずしも密接な関連があるとは

言えないとしているが，本研究の結果は，辻の見解に近いもの‾となった．

3回分そろった個人デヤタにより自尊感情，自己効力感の変化の様子を検討

し，いろいろなパターンがあることが確認されたが，この理由として二つが考

えられ．一つは周囲の変化をどのように感じるかという個人の側の内的な要因

であり，いま一つは，留学地での経験の質の違いという外的な要因である．一

個人の側の内的な要因として，留学前の日本社会における個人の，自己の社

会内における位置づけの意識が大きく関連するのではないかと考えられる．い

ま社会における自己の能力を，社会全体の人々を参照してどのくらいの地位に

あると認知するかを「社会能力地位」の認知と呼ぶと，ごく一般的に言えば，

日本社会で自己の「社会能力地位」を高く認知していたものほど，異文化社会

に移動したときにその社会での自己の「社会能力地位」を低く認知しやすく，

また逆に．日本社会で低く認知していたものほど，異文化社会に移動したことに

よって相対的に高く認知しやすいということが考えられる（早夫仕，1999）．こ

のような，もともとの個人の社会内における自己の能力に関する認知の違いが，

異文化社会に行ったときにその地での自己中能力に関する認知に影響し，それ

が間接的に自尊感情や自己効力感に影響すると考えれば，この変化パターンの

ちがいを説明できるのではないかと考える．しかし土の概念そのものについて

も，また変化のメカニズムについても，今後十分な検討をして行かなくてはな

らない．

また，留学地での経験の質の違いという外的要因の影響についても考える必

要がある．留車生活での経験内容は，人により暗により大いに異なるからであ

る．■困難な事態への遭遇の多少，失敗経験の多少，成功経験の多少，一楽しんだ

者ホームシックなどのために楽しめなかった者等，留学経験にはさまざまな形

がある．＿　しかし，今回の研究は無記名調査であったため面接データとの突き合

わせが困難で，この点の確認が出来なかった．そのため，経験の質との関連に

ついては推測の域を出ない．

この質問紙調査には方法論的な反省点が多い．それぞれの年度に3回，・同一

グループに対して調査をしたが，同一学生が3回とも回答を提出しているとは

限らない．従って，このデータを厳密な意味では縦断データとは言えないのか
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．もしれないが，同一グループを対象にした3回の調査であるという意味で，縦

断デ「タと見なし七分析を行った．このあたりも，‾記名式にするなぞして，よ

り厳密な意味での縦断データをとる工夫が必要だ？たとの反省がある．また記

名式で行えば，3回分の同定がたやすくなり，より多くのデータによって変化

パターンの検討が出来たであろう．

研究心・

研究方法：面接調査

面接対象：1996年卒業留学コース生（1994－95年留学）のうち協力者29名

面接時期：1995年－11～12月

面接場所：学校内学生相談室

面接方法：20～30分間のラポールのための雑談後，‾　半構造的面接40分～1

時間＿被験者の了解のもとにすべてを録音し逐語録を作成した．

結果と考察

「今回の留学体験を一言で表現すると，どういう言葉になりますか」の問い

に対する回答をTable8に示した．この問いは，一言という制限の中で留学生活

を表現させることによって，被験者が留学生活をどのように捉えているかを，

端的に理解するために行ったものである．

一言表現を，そのニュアンスによって，肯定的，否定的，中立的の3カテゴ

リーに判定したところ，圧倒的に肯定的が多かった（Table8）．「楽しかった」

4名，「夢ゐよう」，「夢を見つけた」，「素敵だった」，「最高」，「満足」，「良かっ

た」■■などである．「帰りたい」，と再び留学生活に戻りたい気持ちを表現したも

のもある．

冷静な表現としては，「自分のためになった」，「とても充実してV、た」，「勉強
の時期だっ．た」，‾「本当に踏み出せる一歩J，「自分を磨く留学」，「生き方を変え

てくれた」，「すごく良い経験をした」，r性格に変化を与えられた」，「進化」な

どがあり，いずれも留学生活が，自分にとって，何らかのプラスになったと言っ

ている．

楽しいばかりではなく大変だったという表現も，「ハードだった」，「右往左往

してた」，「苦労は買ってでもしろ」など3名によってなされている．これらと，

「百聞は一見にしかず」，「生活」は中立的ニュアンスのカテゴリーと判定した．

しかしこの5名の面接の他の部分からは，いずれも留学生活に満足しているこ

とが窺え，一言表現は中立的なものではあったが，留学生活全体については，
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弛みわβ　面接調査被験者一覧と官学生活に対する一首感想

被験者 性別　留学地　海外経験　　　　　　　一　言　感　想　　　　　　　肯定否定
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本当に自分のためになった．

私にとって宝物　入城大のイベントって言ってもいいほど．

楽しかった．また行きたい．

ハードだった．流されないようにするのがたいへんだった．

百聞は一見にしかず　いい意味でも悪い意味でも．

楽しかった．

満足

夢のような留学でした．

良かった．

とても充実してた．

勉強の時期だった．英語や教科書ではなく，人間関係と．か．

本当に踏み出せる一歩，留学は私にとって大きいチャンスだった．

今までで最高の時だった．

楽しかった．今までの中で一番頑張った時期だった．

あれですごい変わった．今回は自分を磨く留学．

素敵だった．

楽しかった．

素晴らしかった．真剣に人生を送った一瞬だった．

帰りたい．

肯定的

肯定的

肯定的

中

中

立
立

肯定的

肯定的

肯定的

肯定的

肯定的

肯定的

肯定的

肯定的

肯定的

肯定的

肯定的

肯定的

肯定的

今までの人生の中で最高な一年だった．　　肯定的

生き方を変えてくれた．

すごくいい経験をした．

生活．

性格に変化を与えられた．

苦労は買ってでもしろ．

右往左往してた．

夢を見つけた9ケ月だった．

苦悩．

進化．

肯定的

肯定的

中　立

肯定的

肯定的

男　7名
女　22名

何らかの海外経験有り　19名
海外経験無し　　　　10名

肯定的　22

中立　　5
否定的　1

註　以前の海外経験欄の記号は，NONE：なしTOUR：旅行HOME：ホームステイプログラムlMON：

1ケ月間の海外研修3MON：3ケ月間の留学CAMP：国際子どもキャンプをそれぞれ表す．留学
地は，ARUR ED FLPHNEがそれぞれアメリカ合衆国内，PAはオーストラリアの，町又

は州名を示す．
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実はどちらかと言えば肯定的である．また否定的ニュアンスの表現は「苦悩」

と発言した1名によってなされているが，彼は面接の中で，卒業後の再留学を

語っている．再留学を親はあまり賛成ではないが，自らの意思によって決めた

とのこと．そのことは，決して留学経験を否定しているわけではないことを示

している．このように見ると，29名のほとんどが，自己の留学経験を肯定的に

捉えているということが出来る．

「今回の留学で何か自分が変わったと思うことがありますか，あるとすれば

何ですか」に対する答えを，KJ法によって分類し，結果はTable9に示した．

7もみgeタ　「自己の変化」回答整理カテゴリー並びに回答人数

1．性格，行動の変化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35

101性格が変わった　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18

102　行動が変化した　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17

2．考え方，価値観の変化

201　自分を知った

202　やって出来た→自己効力感

203　日信一→自尊感情

204　視野が広がった

205　多様な考え方多様な生き方を知った

206　他の人の気持が分かるようになった

207　親のありがたさが分かった

208　偏見ステレオタイプの減少

209　アジアへの目

210　日本への目

211国際感覚
212　その他考え方の変化

2
　
4
　
7
　
4
　
6
　
1
　
5
　
1
　
4
　
7
　
6
　
2

3．生き方変化の契機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19

301人生が変わった．仕事，進路，恋人　　　　　　　　　　　　　　　　　　11

302■将来の進路，やりたいことがはっきりした　　　　　　　　　　　　　　　　8

註101～302の下位カテゴリーでは実人数をカウントした．1，2，3の上位カテゴリーの回答人数

は，下位カテゴリーの実人数を合計した数を示し，従って同じ回答者が複数回カウントされている

場合もある．

自己の変化は，性格・行動の変化，考え方・価値観の変化，生き方の変化の

契機，その他の4つに分けられる．中でも「自分の性格が変わった」は18人，
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「行動が変化した」は17人である．このどちらかのカテゴリーに入る回答を1

つもしなかったものは6名のみであり，29名中23名が，そのどちらかまたは両

方が変わったと述べている．行動が変化したという主な内容は，積極的になっ

た，人目を気にしなくなった，一人で行動できるようになった，依存心がなく

なった．素直になった，などである．

考え方や価値観が変わったという回答は多く，のべ89人にも及んでいる．こ

のカテゴリーの回答を全くしなかったのは3名のみで，26名は何らかの考え方

や価値観の変化が生じたと考えている．うち，自分を知ったという回答は12名

から出ている．

やって出来たという自信（自己効力感）のカテゴリーの叙述は14名によって

述べられている．それらは，（∋出来ないと思っていたことが自分に出来た，自

分にもこんな力があったんだというもの，②人に依存せず自分一人で考え，行

動することが出来るようになったというもの，③さらにそれによって，今後出

逢うかもしれない困難を乗り越えることが出来るというもの，の3つに分けら

れる．また，自分はこれでいいんだとの確認が出来たという意味での自信（自

尊感情）については，9叙述が7名によって語られている．

そのほか主なところでは「視野が広がった」が4名によって語られている．

実際に自分の目で見，肌で感じた外国は印象が深く，短期間のうちに多くのも

のを見たり吸収した自己を，視野が広がった，と表現しているのであろう．ま

た広くはこのカテゴリーに含まれるが，特に人に関しての視野という側面を言

い表したのが，「多様な考え方，多様な生き方を知った」というカテゴリーで，

6名が叙述している．＿「親のありがたさがわかった」というもの・も5名いる．当

たり前のこととして側にいた親を，距離を置いてみることによって，その見方

に変化が生じたと思われる．

偏見を自分の目で見，肌で感じたり，また自然なっきあいをするうちに偏見

やステレオタイプがなくなったと答えているのは11名である．日本以外の国を

見ることによって，今まで当たり前と思っていたことを見直して，日本に対す

る認識が変わったり，日本人，日本文化を見直したり，また批判的になったり，

ということが起こっている．これに関する発言は7名からなされている．

さらに，留学の経験を通して，これから先の人生を考えたり，自分のやるべ

きことが分かったりというような，留学が今後の人生にとって大きな転機とな

ると感じたものも少なくない．今後の生き方がはっきり変わったというもの11

名，やりたいことがはっきりしたので将来の進路がほぼ見えてきたという発言
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をしたもの8名の，計19名（重なりなし17名），29名中実に17名までが，■こ

の留学生活が今後の生き方の指針を与えてくれたことを述べている．

‾また「留学によってあなたが得たものは何ですか」，に対する回答はTablelO

に示したとおりである。

弛みJeJO「留学生活で得たもの」回答整理カテゴリ⊥並びに回答人数

1．経験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

101これまでの人生で一番よく勉強した経験　　　　　　　　　　　　　　　　　5

102　外国で生活（一人暮らし）が出来たという経験　　　　　　　　　　　　　　5

2．人とのつき合い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23

201友人，人との出会い　日本社会では出会えない人　　　　　　　　　　　　18

202　外国での日本社会→人づきあいを学んだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

3．その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17

301英語力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

302　外国の方が住みやすいという感覚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

註101～302の下位カテゴリーでは実人数をカウントした．1，2，3の上位カテゴリーの回答人数
は，下位カテゴリーの実人数を合計した数を示し，従って同じ回答者が複数回カウントされている
場合もある．

最も多かった答えは，「人との出会い」という答えであった．留学国の人々や

各国からの留学生はもとより，日本国内では按する機会のほとんどないような

日本人達との交流の機会が得られたこと，そのような人々とともに過ごした経

験，その間に育まれた友情が，・大切なこととして面接の中で語られている．

日本の，偏差値輪切りの結果形成される，比較的等質な集団内およびその周

辺の環境での生活から，周囲に多種多層の人々のいる留学地環境での生活への

変化は，さまざまな人の存在，さまざまな価値観の存在，さまざまな生き方の

存在を彼等に知らしめる結果となり，それらは考え方や価値観の転換をもたら

したり，自分について考えるきっかけとなったようである．

この結果に見るように，若者の留学生活の意義は非常に大きいものがある．

留学生活の中で経験したことが，自己を変化させたり，自分の生き方，考え方

を変化させるきっかけとなったと感じている者が多い．異文化経験は，自己自

身，また自己のその後の生き方を考える上で，大きな影響を及ぼす貴重な体験

となっていることが，この面接からわかった．
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総合的討論と今後の課題

自己に関する意識の変化に関しては，青年の異文化体験に関するこれまでの

研究と，同じ方向への変化が生じた．自尊感情，自己効力感は留学中に高まり，

帰国後もその水準を維持するかまたはその傾向があることが実証された．若者

にとって留学体験は，自尊感情，自己効力感を高め，自信を持って行動できる

方向に人格的変化が生じやす｝、と言っても良いだろう．

しかし，もとの社会で能力的に高い評価を獲得し，選ばれた者として留学す

るエリート留学生の変化と，非エリート留学生の変化とは，少々趣を異にする

と思われる．エリート達が帰国後にますます自信を持って生活できるようにな

ることはいわば同方向への変化であるが，非エリートの若者達の中には，留学

による人格的変化は，異方向に生起した者も少なくなかったのではないかと考

えられ，それだけにより劇的な変化セあるということが出来るのではないだろ

うか．

浦上（1993）は「効力感は動機づけ概念の一つとして用いられているが，よ

り巨視的な観点に立ち，その動機づけ概念の枠にとらわれず，人生をよりよく

送るために必要な心理的な力と解釈することはできないであろうか．」とのべ，

効力感と生きがい感との関連を実証しているが，本研究の被験者達も，帰国後

は，留学前に比べてより多くの生きがい感を持つことができるようになったの

ではないかと考えられる．横田（1997）は自尊心が低かったり，パースペクティ

ブ・ティキングができなかったりする群に肯定的変化がより顕著に表れると述

べているが，留学経験は，そのような層については，日本社会での生き方を，

より自信を持ってものごとに当たる積極性を持ち，生きがい感じながら生活す

るという方向に変えるような影響を生－じやすいと言えるだろう．さらに言えば，

留学は彼らの生き方の大きな転換点となりうるものとも言えるのである．

今回の結果から，自尊感情と自己効力感の変化の様子を個人のレベルで見る

と，変化のパターンに違いがあり，変化のパターンは一様ではないことが明ら

かになった．集団全体での変化傾向を量的に把握することも大切なことではあ

るが，一人一人のおかれた立場や経験内容を吟味しつつ比較検討するような質

的研究も，なくてはならないものであり，この両面から研究を進めていかなけ

ればならないことを改めて確認した．留学や異文化滞在の個人に与える影響に

ついての質的研究は，影響する要因も多く，プライバシーの問題も絡んで研究

としては困難が多い分野ではあるが，今後もなお縦断的研究方法による多くの

研究の蓄積が必要であろう．
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また，若者の異文化経験に関する研究，中でも非エリート集団に属する若者

達の異文化経験に関する研究はこれまであまり例がなく，しかも今後さらにそ

のような若者の留学の増加が見込まれるため，このような対象についてもより

多くの研究がなされることが必要である．

本研究の結果解釈の過程で，「社会能力地位」という概念を提出し，留学時の

自尊感情，自己効力感の変化のメカニズムを説明することを試みたが（早矢仕，1999），‥

今後は実証的な研究による検討を行って，この概念を明確なものにしていくこ

とが課題である．
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